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３/27 お吉を偲ぶ

　お吉の命日であるこの日、お吉ヶ淵と宝福寺におい

て、法要が営まれました。お吉ヶ淵では読経に続いて

華麗な芸者衆が池に献花し、最後にお吉と鶴松に見立

てた２匹の錦鯉を放流し、二人の冥福を祈りました。

４月の
できごと

　１日　 年度始め式 （市役所）
　　　　　　　　　　　　　　２日　 入園式 （下田認定こども園）
　　　　　　　　　　　　　　８日　 入学式 （市内小中学校）　　

      　 　　　　　　　　　　　８日　　春の全国交通安全運動　早朝一斉街頭指導

　   　 　10 日　  米国国務省日本語研修所研修生等表敬訪問

　   　　　　　　　　18 日　　令和６年度行政協力委員会議 （前期）

４/ ２ 「美と出会う。伊豆」　

　伊豆急行と上原近代美術館が蓮台寺駅のネーミングラ

イツスポンサー（副駅名権）契約を締結し、「美と出会う。

伊豆」という副駅名が付けられました。市役所の最寄り

駅となる蓮台寺駅、多くの人に見られることでしょう。

４/９ 能登半島地震に係る派遣職員報告会　
　能登半島地震に関して、石川県内の自治体へ延べ

11 名の職員を派遣し、被災地の支援活動に従事して

きました。職員及び議員を対象に、被災地に派遣さ

れた職員による活動内容の報告会を開催しました。

４/ ２ アメリカでの体験を市長に報告　

　下田高校生 24 名が姉妹都市米国ニューポート市など

での海外研修を終え、３名の生徒が代表して市長へ自

身の体験したことなどを報告しました。この経験は生

徒たちの今後に大きな影響を与えたことと思います。

４/12　交通事故防止に努めます！

　下田警察署において、安全運転管理推進事業所指

定証交付式が行われ、令和６年度の事業所に下田市

役所が指定されました。これからも交通安全の意識

を高め、交通事故防止に取り組んでまいります。

４/９　消防団入団式

　消防団入団式が下田中学校体育館にて行われ、新

入団員14名を含む、90名が出席しました。防火啓発

活動など、地域の安心・安全のため重要な役割を

担っており、皆さまのご活躍を期待しています。
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問合せ先 地域子育て支援センター　☎㉗２２００

誕 生 会

１日(土)　　開館日

３日(月)　　交通安全教室　10:30～

５日(水)　　かえるのカスタネット製作

６日(木)　　かえるのカスタネット製作

10日(月)　　体育館で遊ぼう

　　　　　　市民スポーツセンター　９：30～11:00

12日(水)　　入園についてのお話　教育委員会　10:30～ 

14日(金)　　敷根公園で遊ぼう　９:30～11:00

15日(土)　　開館日

17日(月)　　体操教室　講師　鈴木理里先生

　　　　　　市民スポーツセンター　10:00～11:00

19日(水)　　下田認定こども園交流　９:30～

21日(金)　　親子で楽しい知育ヨガ　

　　　　　　講師　村瀬励子先生　10:30～ 

24日(月)　　発育測定・育児相談、保健師講話

　　　　　　保健師、栄養士来所

26日(水)　　誕生会　10:30～

27日(木)　　歯のお話　10:30～

予定が変更になる場合があります。

詳細は、支援センターまでお問い合わせください。

　爽やかな風が心地よく、戸外で過ごすことが気持

ちのいい季節になりました。この時期には戸外にお

散歩に出かけ草花や土、虫などの春の自然にたっぷ

り触れるのも楽しいですね。

　子育て支援センターでは、ひとつ大きくなったお

友達に加え、新しいお友達も少しずつ増えてきてい

ます。親子で一緒に遊び、ゆったりとした時間を過

ごしていただければと思います。気軽に遊びに来て

くださいね。

大きくなったねの会
「 お お き な か ぶ 」

体 育 館 で 遊 ぼ う お楽しみパフォーマンス


